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0山が崩され、樹林帯はわずかに残るだけとなっ
ていた=19日 (本社ヘリから、撮影 。中村太一)

0基地着工前に北端から望んだ島の全景
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塞要の色褐島毛馬の緑
寒
コ偏
際
な
一

目

か
つ
て
緑
に
覆
わ
れ
て
い
た

無
人
島
は
、
む
き
出
し
の
土
で

茶
色
く
染
ま

っ
て
い
た
。
自
衛

隊
基
地
建
設
が
進
む

鹿
児
島

県
西
之
表
市
の
馬
毛
島
。
起
伏

が
崩
さ
れ
地
形
は

ほ
ぼ
平
た

ん
に
。
島
を
丸
ご
と
基
地
化
す

る
巨
大
国
家
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
に

は
既
に
約
１
兆
円
が
つ
ぎ
込
ま

れ
た
。
自
然
を

「要
塞
」
に
改

変
す
る
す
さ
ま
じ
さ
を
本
社

ヘ

リ
か
ら
体
感
し
た
。

（野
村
創
）

導
物を
積
み
降
ろ
す
仮
設
桟

橋
が
海
岸
か
ら
沖
に
，３本
伸
び

る
。　
・
大
型

，
ク

‐
レ
‐―
ン
が
林
立
。

・ト
ラ
ツ
ク
や
バ
ス
が
作
業
用
道

路
を
ひ
っ
き
り
な
し
に
行
き
来

し
、
多
数
の
建
設
饉
締
いが
絶
え

間
な
く
土
ぼ
こ
り
を
上
げ
て
い

る
？
完
成
予
定
は
２
０
３
０
年

３
月
末
。
資
材
不
足
な
ど
で
予

定
よ
り
約
３
年

‐ず
れ
込
ん
だ
。

遅
れ
を
取
り
戻
そ‐
う
と
す
る
か

の
よ
う
な
慌
た
だ
し
さ
が
う
か

が
え
る
。

数
十
棟
の
白
い
建
物
群
が
日
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種
子
島

屋久島

に
入

っ
た
。
工
事
が
最
も
進
む

中
央
部
。
防
衛
省
の
施
設
配
置

案
で
は

「宿
泊
等
支
援
施
設
」

と
あ
る
。
同
省
の
計
画
で
は
、

２４
年
度
末
ま
で
に
約
４
２
０
０

室
が
出
来
上
が
る
。

造
成
現
場
の
す
ぐ
そ
ば
を
、

環
境
省
の
レ

ッ
ド
リ
ス
ト
で

「絶
滅
の
恐
れ
の
あ
る
地
域
個

体
群
」
に
分
類
さ
れ
る
マ
ゲ
シ

カ
が
駆
け
回

っ
て
い
た
。
１０
頭

以
上
の
群
れ
を
確
認
。
重
機
と

野
生
動
物
―
。
異
様
な
光
景
が

あ
ち
こ
ち
に
広
が
る
。
樹
林
帯

は
海
岸
沿
い
な
ど
に
わ
ず
か
に

残
る
だ
け
。
木
々
の
消
え
ゆ
く

島
で
、
シ
カ
た
ち
は
何
を
食
べ

て
生
き
て
い
る
の
か
。

島
の
最
高
地
点

の
岳
之
腰

（７１
研
）
も
削
ら
れ
た
。
海
を

隔
て
た
東
に
種
子
島
の
市
街
地

が
見
え
る
。

「岳
之
腰
は
海
の

向
こ
う
に
毎
日
望
ん
だ
地
域
の

シ
ン
ボ
ル
。
富
士
山
の
よ
う
な

存
在
で
多
く
の
住
民
が
喪
失
感

を
抱
い
て
い
ま
す
」
。
種
子
島

で
聞
い
た
７０
代
男
性
の
言
葉
を

思
い
出
し
た
。

防
衛
力
強
化
反
対

市
民
団
体
が
結
集

鹿
児
島
市
で
集
会

中
国
の
海
洋
進
出
や
台
湾
有

事
を
念
頭
に
政
府
が
進
め
る
防

衛
力
強
化
に
反
対
し
よ
う
と
、

西
日
本
Ｈ
府
県
の
１２
の
市
民
団

体
が
２２
日

「戦
争
止
め
よ
う
―

沖
縄

・
西
日
本
ネ

ッ
ト
ワ
ー

ク
」
の
結
成
集
会
を
鹿
児
島
市

で
開
い
た
。

「莫
大
な
税
金
を

使

っ
て
、
弾
薬
庫
の
建
設
や
基

地
の
大
拡
張
が
強
行
さ
れ
て
い

る
。市
民
の
共
同
の
力
で
、
『
国

家
に
よ
る
戦
争
』
を
止
め
る
」

と
の
結
成
宣
言
を
採
択
し
た
。

会
場
に
は
広
島
や
大
分
、
沖

縄
各
県
な
ど
か
ら
約
３
０
０
人

が
訪
れ
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
も
約

２
０
０
人
が
参
加
し
た
。

「
ノ
ー
モ
ア
沖
縄
戦
え
ひ
め

の
会
」
運
営
委
員
の
高
井
弘
之

さ
ん
（６９
）
は
基
調
提
案
で

「軍

事
拠
点
化
が
西
日
本
か
ら
全
国

に
拡
大
し
て
い
る
が
、
こ
れ
ま

で
は
各
地
が
孤
立
し
た
活
動
を

続
け
て
き
た
」
と
指
摘
。

「軍

拡
支
持
の
世
論
を
変
え
る
た

め
、
今
日
か
ら
は
連
帯
し
て
闘

お
う
」
と
訴
え
た
。

今
後
は
情
報
共
有
や
地
域
交

流
を
進
め
、
６
月
ご
ろ
に
は
防

衛
省

へ
の
要
請
も
検
討
し
て
い

る
。

マゲシカの群れ。土がむき出しになった島に

十分な餌はあるのだろうか

=19日 (本社ヘ リから、撮影 。中村太一 )
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２
３
年
１
月
に
本
体
着
工
。
昨
年
１２
月
時
点
で
５
０
１
０
人
の

工
事
関
係
者
が
種
子
島
と
馬
毛
島
に
滞
在
す
る
。
陸
海
空
の
自

衛
隊
が
使
用
。
米
軍
が
硫
黄
島

（東
京
都
）
で
実
施
し
て
い
る

空
母
艦
載
機
の
陸
上
離
着
陸
訓
練

（Ｆ
Ｃ
Ｌ
Ｐ
）
も
移
転
さ
せ

る
。

自衛隊基地建設上空ルポ

●・
=■

:

t ・  ,Iit

:・・ヽ :1・
.‐
■l.― '■


